
雇用における男女平等に
関する労働局要請
雇用における男女平等に
関する労働局要請

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
構
築
に

  

向
け
後
期
主
要
課
題
の
方
針
を
承
認

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
構
築
に

  

向
け
後
期
主
要
課
題
の
方
針
を
承
認

新
会
長
に 

大
谷 

竹
人 

さ
ん
（
自
治
労
）

新
会
長
に 

大
谷 

竹
人 

さ
ん
（
自
治
労
）

新
会
長
に 

大
谷 

竹
人 

さ
ん
（
自
治
労
）

要請書を提出する藤田委員長（左）

連合本部・四国ブロックから16人が参加

地方委員会には、30構成組織85人が参加

大谷新会長団結ガンバロウ

第
２
回
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
開
催

〜
神
津
会
長
は
じ
め
連
合
本
部
役
員
と

   

連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
が
意
見
交
換
〜

選出

   ワークルール検定２０２１・秋（初級）受験のご案内

実施日：2021年11月28日（日） 11：00～11：45

場　所：徳島県労働福祉会館別館５階ホール
　　　　　　            　（徳島市昭和町３丁目35－２）

組織内申込：2021年８月２日（月）～10月21日（木）

問い合わせ：連合徳島事務局（088 - 6 55 - 4 105）

8月18日（水） 「クラシノソコアゲ応援団！
                   RENGOキャンペーン」（ＪＲ徳島駅前）

9月26日（日） 中小労働対策本部ワークルール検定
                  （初級）学習会（ふれあい健康館）

◎

◎

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
１
年

６
月
28
日
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
に
て
「
２
０
２
１

年
度
連
合
徳
島
地
方
委
員
会
」

を
開
催
し
、
構
成
組
織
等
か
ら

87
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
大
谷
竹
人
会
長
代
行

の
開
会
挨
拶
の
後
、Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
・
恵
島
美
奈
江
地
方
委
員

を
議
長
に
選
出
。新
居
栄
治
会

長
か
ら
は
、「『
働
く
こ
と
を
軸

と
し
た
安
心
社
会
の
実
現
』を

目
指
し
、
そ
れ
を
具
現
化
し
て

い
く
為
に
は
、
政
治
に
お
け
る

強
い
影
響
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。政
治
家
は
生
活
者
や
労

働
者
に
耳
を
傾
け
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
る
心
の
こ

も
っ
た
政
治
が
出
来
る
方
を
擁

立
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。次
期
衆
議
院
選
挙
・
徳
島

第
２
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
中

野
真
由
美
前
北
島
町
議
を
連
合

徳
島
が
推
薦
決
定
し
、
三
好
市

長
選
に
つ
い
て
は
、
高
井
美
穂

前
県
議
が
出
馬
表
明
を
し
、
阿

南
市
議
選
は
連
合
徳
島
で
推
薦

決
定
し
て
い
る
橋
本
幸
子
市
議
、

福
谷
美
樹
夫
市
議
、
藤
本
圭
市

議
が
出
馬
予
定
。
来
年
７
月
に

　

２
０
２
１
年
７
月
５
日
、
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
階
会
議

室
に
お
い
て
、
連
合
本
部
神
津

会
長
を
ト
ッ
プ
に
役
職
員
８
名

と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
事
務

局
長
８
名
が
参
加
し
、
「
第
２

回
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

神
津
会
長
は
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
迫
る

中
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
、
連
合
の
労
働
運

動
に
つ
い
て
も
、
全
国
の
仲
間

と
連
携
し
て
日
々
模
索
を
続
け

て
い
る
。
第
49
回
衆
議
院
議
員

選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
憲
民
主

党
・
国
民
民
主
党
・
連
合
で
政

策
協
定
締
結
の
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
。
今
回
は
、
リ
モ
ー
ト

で
は
な
く
対
面
式
で
開
催
で
き

る
た
め
、
忌
憚
の
な
い
意
見
交

換
を
期
待
す
る
。
」
な
ど
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
た
。

そ
の
後
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

幹
事
の
森
連
合
香
川
会
長
か
ら

は
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
内
地
方
連

合
会
に
お
け
る
第
49
回
衆
議
院

議
員
選
挙
へ
の
対
応
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　

意
見
交
換
テ
ー
マ
は
①
政
治

関
連
に
つ
い
て
②
次
期
連
合
運

動
方
針
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

政
治
関
連
で
は
、
解
散
総
選
挙

の
時
期
が
不
透
明
で
あ
る
中

で
、
立
憲
民
主
党
を
中
心
と
し

た
連
携
・
体
制
整
備
が
急
が
れ

る
こ
と
、
次
期
連
合
運
動
方
針

に
つ
い
て
は
、
素
案
原
案
を
も

と
に
、
各
県
か
ら
質
問
意
見
が

出
さ
れ
、
連
合
本
部
担
当
局
か

ら
策
定
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
解
説
が
加
え
ら
れ
、
新
し
い

運
動
方
針
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
会
議
に
先
立
ち
、
神

津
会
長
は
森
代
表
幹
事
・
大
谷

連
合
徳
島
会
長
と
飯
泉
知
事
を

表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
会

議
終
了
後
に
は
記
者
会
見
を
開

い
た
。

は
参
議
院
選
と
多
く
の
選
挙
が

控
え
て
い
る
。是
非
、各
構
成
組

織
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」

と
挨
拶
。

　

来
賓
と
し
て
、
勝
川
徳
島
県

商
工
労
働
観
光
部
副
部
長
、
労

働
福
祉
事
業
団
体
を
代
表
し
て

川
越
徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
会
長
、
連
合
徳
島
推
薦
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
連
帯
と
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
島
事
務
局

長
か
ら
一
般
経
過
報
告
、
辻
財

政
局
長
か
ら
２
０
２
１
年
度
上

半
期
一
般
会
計
報
告
、
堤
会
計

監
査
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
行

わ
れ
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。議
事
で
は
、島
事
務
局
長
か

ら
第
１
号
議
案
・
２
０
２
１
春

季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め

（
案
）、
第
２
号
議
案
・
２
０
２

１
年
度
後
期
主
要
課
題
の
取
り

組
み
方
針（
案
）に
つ
い
て
提
案

し
、質
疑
討
論
の
後
、全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
・
２
０
２
１
年

度
連
合
徳
島
役
員
補
充
選
挙
に

つ
い
て（
案
）で
は
、
中
川
役
員

推
薦
委
員
会
副
委
員
長
、
谷
本

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

の
報
告
後
、鵜
飼
副
会
長
が
提

　

２
０
２
１
年
７
月
14
日
14
時

か
ら
、
徳
島
地
方
合
同
庁
舎
６

階
会
議
室
に
お
い
て「
男
女
が
均

　
連
合
徳
島
は
２
０
２
１
年
６
月
28
日
、
徳
島
市
の
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
２
０
２
１
年
度

連
合
徳
島
地
方
委
員
会
を
開
き
、執
行
部
・
地
方
委
員
65
人
な
ど
30
構
成
組
織
85
人（
内
女
性
16

人
）が
参
加
。２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
後
期
主
要
課
題
の
取

り
組
み
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

案
し
、大
谷
会
長（
自
治
労
）、中

川
副
会
長（
自
治
労
）が
全
体
の

拍
手
で
選
任
さ
れ
た
。第
４
号

議
案
・
表
彰
に
つ
い
て（
案
）で

は
、
大
谷
竹
人
新
会
長
が
提
案

し
、全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

新
居
前
会
長
に
感
謝
状
と
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。新
居

青
年
委
員
会
事
務
局
長
か
ら
２

０
２
１
年
度
連
合
徳
島
地
方
委

員
会
ア
ピ
ー
ル（
案
）が
提
案
さ

れ
採
択
。藤
田
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
と
大
谷
新
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
地
方
委
員
会
を
閉

会
し
た
。

等
な
機
会
と
待
遇
で
、
仕
事
と

生
活
の
役
割
と
責
任
を
分
か
ち

合
い
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
、『
男
女
平
等
参
画
社

会
』の
実
現
」に
向
け
て
、
徳
島

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

長
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

女
性
委
員
会
か
ら
３
名
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
藤
田
女
性
委
員
長
か

ら
佐
藤
室
長
に
要
請
書
を
手
交

し
、
回
答
を
得
た
。労
働
相
談

窓
口
の
状
況
や
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
に

つい
て
の
研
修
状
況
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
起
因

す
る
離
職
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

伴
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
男
女
が

共
に
生
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
連
携
を

は
か
り
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
、
意
見
交
換
会
を

終
了
し
た
。
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藤原元連合徳島会長が
「中小労働運動」について講演

広峰徳島県農協労連副執行委員長が
「団体交渉」について講演

各構成組織から延べ56人が参加

アピールボードで県民に周知 横断幕でホットラインを周知

街宣で最賃等について訴える大谷会長 道行く人にアピールを行う弁士

「
女
性
の
た
め
の
連
合
全
国
一
斉
集
中

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
周
知

最
低
賃
金
、児
童
労
働
撲
滅
な
ど

訴
え
、徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル

労働組合の歴史、労働運動のあり方、
団体交渉等を学習

第１期労働関係セミナー（計５回）開催
　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
、２
０
２
１
年
６
月
26
日
、ふ

れ
あ
い
健
康
館
第
２
会
議
室
に

て
、コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の

上
で「
第
１
期
労
働
関
係
セ
ミ

ナ
ー
」第
４
講
座
を
開
催
し
、各

構
成
組
織
等
か
ら
28
名
が
参
加

し
た
。

　

第
４
講
座
で
は
、元
連
合
徳

島
会
長
の
藤
原
学
顧
問
よ
り

「
中
小
労
働
運
動
の
前
進
に
向

か
っ
て
〜
コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働

組
合
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し「
現
在

も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

労
働
運
動
は
大
規
模
集
会
等
の

開
催
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、連
合
の『
な
ん
で
も
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
は
パ
ー
ト
・
短
時
間

で
働
く
人
た
ち
か
ら
の
相
談
が

多
く
、そ
の
働
く
職
場
に
は
労

働
組
合
が
無
い
場
合
や
、あ
っ

て
も
加
入
出
来
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、身
近
に
相
談
で
き
る
場

所
が
な
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
。労
働
組
合
と
し
て
大
切
な

こ
と
は
、長
時
間
労
働
の
是
正

や
法
令
順
守
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
も
と
よ
り
、す
べ
て
の
職
場

で
民
主
的
な
手
法
で
職
場
実
態

を
把
握
す
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
対
面
に
よ
る
相
談
を
行

い
、駆
け
込
み
寺
と
し
て
の
活

動
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

労
働
運
動
の
あ
り
方
・
存
在

理
由
を
確
認
し
て
み
る
と
、賀

川
豊
彦
氏
が『
働
く
者
が
働
く

者
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
こ
と

が
、人
間
と
し
て
一
歩
前
進
す

る
思
考
で
あ
る
』と
述
べ
た
よ

う
に
、人
々
の
生
活
の
基
盤
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

『
弱
い
立
場
に
あ
る
者
が
、協

力
・
連
帯
し
て
こ
そ
不
条
理
に

立
ち
向
か
え
る
』と
語
っ
た
。小

さ
な
力
が
合
わ
さ
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
。こ
れ
ら
を
再
確
認

し
、組
織
と
し
て
組
合
員
と
の

対
話
か
ら
要
求
書
を
作
成
し
て

い
る
か
。丁
寧
な
組
織
運
営
と

手
間
を
惜
し
ん
で
い
な
い
か
。

青
年
部
・
女
性
部
が
生
き
生
き

と
活
動
・
発
言
が
出
来
て
い
る

の
か
。を
重
要
視
し
て
も
ら
い

た
い
」と
述
べ
た
。

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
１
年

６
月
４
日
、Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
駅
前
街
宣
行
動
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
の
上
、
構
成
組
織
等
か

ら
26
人
が
参
加
し
ア
ピ
ー
ル
ボ

ー
ド
等
を
使
っ
て
周
知
活
動
を

行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長

か
ら
は
、
２
０
２
１
年
春
季
生

活
闘
争
賃
上
げ
結
果
に
つ
い

て
、
全
国
で
加
重
平
均 

５
，
３

４
７
円 

１.

81
％ 

徳
島
県
加
重

平
均 

４
，４
２
６
円
１.

64
％
で

あ
っ
た
こ
と
を
周
知
し
た
あ

と
「
今
月
か
ら
最
低
賃
金
の
審

議
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
今
年
の

10
月
１
日
か
ら
の
改
定
に
む
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
で

最
低
賃
金
審
議
が
行
わ
れ
る
。

現
在
、
徳
島
県
で
は
１
時
間
あ

た
り
の
最
低
賃
金
が
７
９
６
円

で
あ
り
、
１
年
間
一
所
懸
命
働

い
て
も
２
０
０
万
円
に
満
た
な

い
方
が
多
く
い
る
。全
国
の
最

低
賃
金
の
平
均
は
９
０
２
円
で

あ
る
。特
に
東
京
都
の
最
低
賃

金
は
１
，０
１
３
円
と
徳
島
県

と
比
較
し
２
１
７
円
も
の
差
が

あ
る
。本
来
ど
こ
で
働
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
就
労
形
態
で
あ
ろ

う
と
も
、
賃
金
は
少
な
く
と
も

生
活
で
き
る
水
準
を
確
保
し
た

上
で
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た

　

こ
の
第
４
講
座
で
は
、労
働

組
合
の
一
員
と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
、２
０
２
１
年
６
月
26
日
、ふ

れ
あ
い
健
康
館
第
２
会
議
室
に

て
、コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の

上
で「
第
１
期
労
働
関
係
セ
ミ

ナ
ー
」第
４
講
座
に
引
き
続
き
、

第
５
講
座
を
開
催
し
た
。

　

第
５
講
座
で
は
、「
団
体
交
渉

に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
徳
島

県
農
協
労
連
・
広
峰
裕
紀
副
執

行
委
員
長
よ
り
講
演
を
い
た
だ

き
、自
組
織
の
春
闘
に
お
け
る

活
動
紹
介
と
、全
国
農
団
労
が

実
施
す
る
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
組
合
員
か
ら
要
求
内

容
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

統
一
要
求
書
を
作
成
し
、統
一

要
求
日
に
要
求
書
提
出
す
る
ま

で
を
時
系
列
で
説
明
。

　

主
だ
っ
た
活
動
で
は
、１
月

上
旬
か
ら
２
月
下
旬
に
か
け
て

県
下
56
ヵ
所
に
お
い
て
春
闘
勝

利
全
組
合
員
学
習
会
を
開
催
し

て
各
組
合
員
に
春
闘
方
針
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、30
回

以
上
の
補
習
で
１
０
０
％
の
学

習
会
参
加
率
を
達
成
し
た
こ

と
、春
闘
討
論
集
会
で
は
、取
り

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
日
本
経

済
の
悪
化
か
ら
社
会
経
済
を
再

生
す
る
上
で
も
、
最
低
賃
金
引

上
げ
は
重
要
な
政
策
の
一
つ
だ

と
連
合
は
主
張
し
て
い
る
。今

後
の
最
低
賃
金
の
動
向
に
注
目

を
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
女
性
委

員
会
藤
田
委
員
長
、（
公
財
）徳

島
県
勤
労
者
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
川
原
常
務
理
事
、
連
合
徳
島

推
薦
議
員
北
島
町
議
会
中
野
議

巻
く
情
勢
・
統
一
課
題
・
具
体

的
要
求
と
考
え
方
に
つ
い
て
分

散
会
討
論
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
。

　

団
体
交
渉
の
注
意
事
項
と
し

て
は
、①
交
渉
の
進
め
方
・
役

割
分
担
②
基
本
的
に
喋
り
続
け

ず
、聞
き
上
手
に
な
る
③
仕
事

内
容
や
就
業
規
則
を
学
習
し
て

お
く
④
一
般
論
以
外
に
改
善

点
・
具
体
的
な
提
案
を
心
が
け

る
⑤
問
題
点
の
焦
点
と
矛
盾
を

つ
く
⑥
執
行
部
内
の
意
見
が
割

れ
な
い
よ
う
見
解
を
話
し
合
っ

て
お
く
。ま
た「
組
合
員
へ
き
ち

ん
と
報
告
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、交
渉
の
後
に
職
場
集
会

や
ニ
ュ
ー
ス
、メ
ー
ル
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
交
渉
の
内
容
を
報

告
し
て
い
る
。ま
た
、交
渉
で
得

た
成
果
が
職
場
で
活
か
さ
れ
て

い
る
の
か
検
証
や
総
括
す
る
こ

と
も
大
事
で
あ
る
。組
合
が
活

性
化
す
る
も
し
な
い
も
執
行
部

の
リ
ー
ダ
ー
に
か
か
っ
て
い

る
。組
合
員
か
ら
組
合
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
頑

張
ろ
う
」と
述
べ
た
。

　

第
５
講
座
で
は
、春
闘
で
と

も
に
闘
う
仲
間
の
苦
労
を
知
る

と
と
も
に
重
要
視
す
る
点
に
つ

い
て
も
参
考
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

員
か
ら
は
、「
６
月
８
日
〜
９
日

に
開
催
予
定
の
女
性
の
た
め
の

連
合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」「
マ
リ
ッ
サ
と

く
し
ま
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案
内
」

「
立
憲
民
主
党
が
目
指
す
政
策
」

に
つ
い
て
周
知
し
た
。

　

街
宣
活
動
終
了
後
に
は
、
藤

田
委
員
長
が
Ｆ
Ｍ
徳
島
に
出
演

し
「
女
性
の
た
め
の
連
合
全
国

一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」を
周
知
し
た
。

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
街
宣
行
動
を
２

０
２
１
年
７
月
13
日
、Ｊ
Ｒ
徳

島
駅
前
で
開
催
し
、
連
合
徳
島

各
構
成
組
織
の
参
加
者
27
人
が

ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
も
っ
て
周

知
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら
、「
最
低
賃
金
は
、
職
業
や

職
種
に
か
か
わ
り
な
く
、
都
道

府
県
内
の
事
業
場
で
働
く
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ
ト
、臨

時
、
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
の

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

昨
年
度
の
全
国
平
均
は
９
０
２

円
で
、仮
に
フ
ル
タ
イ
ム（
１
日

８
時
間
、週
40
時
間
）で
働
い
た

場
合
年
収
は
約
１
８
７
万
円
に

し
か
な
ら
な
い
。７
９
２
円
だ

と
約
１
６
４
万
円
に
過
ぎ
ず
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
わ
れ
る

２
０
０
万
円
を
大
き
く
下
回
る
。

ま
た
、７
月
は『
児
童
労
働
撲
滅

月
間
』で
あ
る
。国
際
労
働
機
関

に
よ
る
と
児
童
労
働
者
数
は
１

億
５
，
２
０
０
万
人
と
さ
れ
て

お
り
、う
ち
７
，３
０
０
万
人
は

危
険
有
害
労
働
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
も
問
題
視
さ
れ
て
お

り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。政
府
や
自
治
体
だ

け
で
な
く
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と

力
強
く
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
民
間
大
手
部
会
賀

川
副
会
長
よ
り
「
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
必
要
性
」
等
に
つ
い

て
、労
働
者
福
祉
協
議
会
川
越

会
長
よ
り
「
協
同
組
合
運
動
の

父
賀
川
豊
彦
の
功
績
」
に
つ
い

て
、
立
憲
民
主
党
徳
島
県
総
支

部
連
合
会
庄
野
代
表
か
ら
は
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
の

重
要
性
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

徳
島
県
の
様
々
な
支
援
・
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
、
街

宣
を
終
了
し
た
。
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